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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年9月29日(2016.9.29)

【公開番号】特開2016-804(P2016-804A)
【公開日】平成28年1月7日(2016.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-001
【出願番号】特願2015-96635(P2015-96635)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  61/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   61/12     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年8月15日(2016.8.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）

【化１】

（式中、Ｒ１は、式－（ＣＨＲ－ＣＨ２－Ｏ）ｐ－Ｒ’（式中、ｐ＝２～６であり、Ｒは
Ｈ又はメチルであり、Ｒ’はＨ、Ｃ１～Ｃ６アルキル基又はＣ３～Ｃ１１シクロアルキル
基である）のポリ（アルキレンオキシド）基であり、
　Ｒ２は、ハロ、アルコキシ、アルキルカルボニル、及びアルコキシカルボニルから選択
される置換基により置換されていてもよい、Ｃ１～Ｃ２２アルキル基又はＣ３～Ｃ１１シ
クロアルキル基であり、
　Ｒ３及びＲ４の一方は、ハロ、アミノ及びニトロから選択される置換基により置換され
ていてもよい、Ｃ６～Ｃ１４アリール基又はヘテロアリール基であり、Ｒ３及びＲ４の他
方は、カルボキシ、アミノ、メルカプト、アルキニル、アルケニル、ハロ、及びアジドか
ら選択される置換基により置換されていてもよいＣ１～Ｃ２２アルコキシ基であり、
　ｎ及びｍは、独立して、２～２０００である）
のジブロックコポリマー。
【請求項２】
　ＲがＨである、請求項１に記載のジブロックコポリマー。
【請求項３】
　ｐが３～６である、請求項１又は２に記載のジブロックコポリマー。
【請求項４】
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　Ｒ’がＣ１～Ｃ６アルキル基である、請求項１～３のいずれか一項に記載のジブロック
コポリマー。
【請求項５】
　Ｒ’がメチルである、請求項１～４のいずれか一項に記載のジブロックコポリマー。
【請求項６】
　Ｒ２が、ハロで置換されていてもよいＣ１０～Ｃ１８アルキル基である、請求項１～５
のいずれか一項に記載のジブロックコポリマー。
【請求項７】
　Ｒ２がＣ１６アルキル基である、請求項１～６のいずれか一項に記載のジブロックコポ
リマー。
【請求項８】
　Ｒ３がフェニルである、請求項１～７のいずれか一項に記載のジブロックコポリマー。
【請求項９】
　Ｒ４がＣ１～Ｃ６アルコキシ基である、請求項１～８のいずれか一項に記載のジブロッ
クコポリマー。
【請求項１０】
　ｎが３０～３５０であり、ｍが７５～９００である、請求項１～９のいずれか一項に記
載のジブロックコポリマー。
【請求項１１】
　ｎが７０～２００である、請求項１～１０のいずれか一項に記載のジブロックコポリマ
ー。
【請求項１２】
　ｍが１８０～５００である、請求項１～１１のいずれか一項に記載のジブロックコポリ
マー。
【請求項１３】
　以下の構造を有する、請求項１～１２のいずれか一項に記載のジブロックコポリマー。
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【化２】

【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載のジブロックコポリマーを調製する方法であって
、
　（ｉ）式

【化３】

の２種のモノマーのうちの一方を、開環メタセシス重合（ＲＯＭＰ）触媒を用いて重合し
て、リビング鎖末端を有する開環ポリマーを得るステップ、
　（ｉｉ）（ｉ）で得られた開環ポリマーのリビング末端に、２種のモノマーのうちの他
方を重合して、リビング末端を有するジブロックコポリマーを得るステップ、及び
　（ｉｉｉ）（ｉｉ）で得られたジブロックコポリマーのリビング末端を、ヒドロキシ、
ハロ、アミノ及びニトロから選択される置換基により置換されていてもよいアルキルビニ
ルエーテルによって停止するステップ
を含む、方法。
【請求項１５】
　ＲＯＭＰ触媒が、式
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【化４】

のものである、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１～１３のいずれか一項に記載のジブロックコポリマーを含む自己組織化構造。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の自己組織化構造から調製された多孔性膜。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００２】
［発明の概要］
　[0002]本発明は、式（Ｉ）

【化１】

（式中、Ｒ１は、式－（ＣＨＲ－ＣＨ２－Ｏ）ｐ－Ｒ’（式中、ｐ＝２～６であり、Ｒは
Ｈ又はメチルであり、Ｒ’はＨ、Ｃ１～Ｃ６アルキル基又はＣ３～Ｃ１１シクロアルキル
基である）のポリ（アルキレンオキシド）基であり、
　Ｒ２は、ハロ、アルコキシ、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、アミド及び
ニトロから選択される置換基により置換されていてもよい、Ｃ１～Ｃ２２アルキル基又は
Ｃ３～Ｃ１１シクロアルキル基であり、
　Ｒ３及びＲ４の一方は、ヒドロキシ、ハロ、アミノ及びニトロから選択される置換基に
より置換されていてもよい、Ｃ６～Ｃ１４アリール基又はヘテロアリール基であり、Ｒ３

及びＲ４の他方は、カルボキシ、アミノ、メルカプト、アルキニル、アルケニル、ハロ、
アジド及びヘテロシクリルから選択される置換基により置換されていてもよいＣ１～Ｃ２

２アルコキシ基であり、
　ｎ及びｍは、独立して、２～約２０００である）
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のジブロックコポリマーを提供するものである。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　[0013]実施形態のいずれかにおいて、Ｒ２は、ハロ、アルコキシ、アルキルカルボニル
、アルコキシカルボニル、アミド及びニトロから選択される置換基により置換されていて
もよい、Ｃ１０～Ｃ１８アルキル基であり、Ｒ２はＣ１６アルキル基であることが好まし
い。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　[0021]上記の実施形態のいずれかにおいて、「シクロアルキル」基は、単環又は二環で
あり得る。単環シクロアルキル基の例には、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペン
チル、シクロヘキシル、シクロヘプチル及びシクロオクチルが含まれる。二環シクロアル
キル基の例には、スピロオクタン、スピロノナン、スピロデカン及びスピロウンデカン等
の１つの共通の環炭素原子を有するもの、ビシクロオクタン、ビシクロノナン、ビシクロ
デカン及びビシクロウンデカン等の２つの共通の環炭素原子を有するものが含まれる。い
ずれのシクロアルキル基も、１つ又は複数のアルキル基、例えばＣ１～Ｃ６アルキル基に
よって置換されていてもよい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　[0045]本発明は、
　（ｉ）式
【化６】

の２種のモノマーのうちの一方を、開環メタセシス重合（ＲＯＭＰ）触媒を用いて重合し
て、リビング鎖末端を有する開環ポリマーを得るステップ、
　（ｉｉ）（ｉ）で得られた開環ポリマーのリビング末端に、２種のモノマーのうちの他
方を重合して、リビング末端を有するジブロックコポリマーを得るステップ、及び
　（ｉｉｉ）（ｉｉ）で得られたジブロックコポリマーのリビング末端を、置換されてい
てもよいアルキルビニルエーテルによって停止するステップ
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を含む、上に記載した式（Ｉ）のジブロックコポリマーを調製する方法をさらに提供する
。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　[0046]アルキルビニルエーテルのアルキル基は、置換基、例えば、ヒドロキシ、ハロ、
アミノ及びニトロから選択される置換基により置換されていてもよい。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　[0066]２種のモノマーの重合の後、ジブロックコポリマーの鎖末端は、置換されていて
もよいアルキルビニルエーテルを重合混合物に加えることによって、停止される。
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